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『ちんどん屋の響き　
  音が生み出す空間と社会的つながり』

【選評】大道楽師集団ちんどん屋は、日々路上を歩き、音を出しな
がら、何を感じ、考えているのか？　本書では、彼らの一見艶やか
で異質な姿からは我々が容易には予想できなかった、他者を聴く「哲
学」が記述されている！　著者の感受性と想像力と敬意こそがそれ
をあらわにしているのだろう。

阿部万里江［著］

輪島裕介［訳］

世界思想社

第�回


